
(57)【要約】

【課題】穿刺針がガタつくことなく且つ操作者がスムー

ズに操作することが容易な穿刺アダプタを提供すること

。

【解決手段】被検体に当接して超音波の走査を行う超音

波プローブ（２）に装着され、被検体に対し刺入する穿

刺針（５）を刺入方向に案内するための穿刺アダプタ（

４）であって、第１保持部材（８）に保持される第１の

回動体（６）と、第１の回動体と穿刺針を挟持できるよ

うに配置され、第２保持部材（９）に保持される第２の

回動体と（７）を備え、第１の回動体と第２の回動体は

、穿刺針を第１の回動体と第２の回動体で挟持したとき

に、穿刺針の刺入にしたがって回動するように保持され

ることを特徴とする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 体 に 当 接 し て 超 音 波 の 走 査 を 行 う 超 音 波 プ ロ ー ブ に 装 着 さ れ 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺
入 す る 穿 刺 針 を 刺 入 方 向 に 案 内 す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て 、
　 第 １ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 第 １ の 回 動 体 と 、
　 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 穿 刺 針 を 挟 持 で き る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ
る 第 ２ の 回 動 体 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 第 ２ の 回 動 体 は 、
　 前 記 穿 刺 針 を 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 第 ２ の 回 動 体 で 挟 持 し た と き に 、 前 記 穿 刺 針 の 刺
入 に し た が っ て 回 動 す る よ う に 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 回 動 体 は 、 前 記 第 １ の 回 動 体 に 対 し 前 記 挟 持 方 向 に 移 動 可 能 に 備 え ら れ た 請
求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ 保 持 部 材 は 、 前 記 第 １ 保 持 部 材 に 対 し 前 記 挟 持 方 向 に 移 動 可 能 に 備 え ら れ た 請
求 項 １ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 回 動 体 は 、 前 記 刺 入 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 複 数 の 第 １ ロ ー ラ で 構 成 さ れ 、
　 前 記 第 ２ の 回 動 体 は 、 前 記 第 １ ロ ー ラ と 対 を な し 前 記 第 １ ロ ー ラ と 前 記 穿 刺 針 を 挟 持 す
る 位 置 に 配 置 さ れ た 複 数 の 第 ２ ロ ー ラ で 構 成 さ れ る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記
載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ ま た は 第 ２ 保 持 部 材 は 、 少 な く と も １ つ の 前 記 第 １ ま た は 第 ２ ロ ー ラ に 対 し 前
記 回 転 を 制 動 す る 制 動 力 を 与 え る 制 動 手 段 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ４ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 動 手 段 は 、 前 記 回 転 の 方 向 と 略 直 角 方 向 に 前 記 少 な く と も １ つ の 前 記 第 １ ま た は
第 ２ ロ ー ラ を 押 圧 す る 付 勢 手 段 を 含 む 請 求 項 ５ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 制 動 手 段 は 、 前 記 付 勢 手 段 に よ る 押 圧 力 を 変 化 さ せ る 押 圧 力 調 整 手 段 を さ ら に 含 む
請 求 項 ６ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 付 勢 手 段 は 、 バ ネ で 構 成 さ れ る 請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 第 １ ロ ー ラ は 、 そ の 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 溝 を 有 し 、
　 前 記 溝 は 、 そ の 溝 の 幅 は 開 口 部 が 最 も 広 く 、 前 記 第 ２ ロ ー ラ の 外 周 面 と で 前 記 穿 刺 針 を
挟 持 す る 請 求 項 ４ 乃 至 請 求 項 ８ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ ロ ー ラ は 、 そ の 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ た 前 記 第 １ ロ ー ラ の 溝 に 収 容 可 能 な 凸 部
を 有 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 穿 刺 ア ダ プ タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿 刺 針 を 刺 入 方 向 に 案 内 す る た め の 穿 刺 ア ダ プ タ を 備 え 、 前 記 被
検 体 に 当 接 し て 超 音 波 の 走 査 を 行 う 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ は 、
　 第 １ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 第 １ の 回 動 体 と 、
　 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 穿 刺 針 を 挟 持 で き る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ
る 第 ２ の 回 動 体 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 第 ２ の 回 動 体 は 、
　 前 記 穿 刺 針 を 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 第 ２ の 回 動 体 で 挟 持 し た と き に 、 前 記 穿 刺 針 の 刺
入 に し た が っ て 回 動 す る よ う に 保 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 下 に お い て 穿 刺 術 を 行 う 際 に 用 い ら れ る 穿 刺 ア ダ プ タ 及 び そ
の 穿 刺 ア ダ プ タ を 備 え る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 注 射 針 等 の 穿 刺 針 を 生 体 内 に 刺 入 し て 、 腫 瘍 な ど の 組 織 の 採 取 等 の 検 査 や 、
薬 剤 の 局 所 投 与 或 い は 穿 刺 針 か ら の マ イ ク ロ 波 や ラ ジ オ 波 の 照 射 等 の 温 熱 治 療 な ど を 行 う
穿 刺 術 が 行 わ れ て い る 。 こ の よ う な 穿 刺 術 は 、 損 傷 に よ り 大 出 血 を 起 こ す 危 険 性 の あ る 血
管 な ど を 避 け る た め に 、 或 い は 、 目 的 で あ る 腫 瘍 な ど の 組 織 に 対 し て 確 実 に 穿 刺 す る た め
に 、 一 般 的 に は 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 超 音 波 断 層 像 を 参 照 し な が ら 行 わ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ９ は 、 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 超 音 波
診 断 装 置 は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ 、 及 び 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 １ と
超 音 波 プ ロ ー ブ ２ と を 電 気 的 に 接 続 す る 伝 送 ケ ー ブ ル ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 確
実 に 穿 刺 を 行 う た め に 、 図 ９ に 示 す よ う に 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ に は 、 穿 刺 ア ダ プ タ ４ ０ が 装
着 さ れ 、 穿 刺 針 ５ を 支 持 し 案 内 す る た め に 用 い ら れ る 。 つ ま り 、 超 音 波 断 層 像 を 参 考 に し
つ つ 、 検 査 ま た は 治 療 の た め の 穿 刺 針 ５ を 超 音 波 断 層 像 ９ ０ に 示 さ れ る 患 部 に 確 実 に 穿 刺
す る よ う に 案 内 す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 穿 刺 針 の 刺 入 方 向 は 、 患 部 の 位 置 に よ っ て 変 化 さ せ る 必 要 が あ る が 、 特 許 文 献 １ に 記 載
の よ う に 、 案 内 方 向 の 異 な る 穴 を 複 数 設 け た 穿 刺 ア ダ プ タ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 穿 刺 術 に は 、 用 途 に 応 じ て 異 な る 径 の 穿 刺 針 が 用 い ら れ る 。 し た が っ て 、 穿 刺 針
の 径 ご と に 穿 刺 ア ダ プ タ を 用 意 し て お か な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 例 え ば 手 術 中 に 異 な る
径 の 穿 刺 針 を 使 用 す る 場 合 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 取 り 付 け た 穿 刺 ア ダ プ タ を 次 に 使 用 す る 穿
刺 針 の 径 に 合 っ た も の に 交 換 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 ２ つ の 部 材 で 穿 刺 針 を 挟 持 す る よ う に し て 案 内 し 、 そ の ２ つ の 部 材 の 距 離 を 調
整 可 能 に す る こ と に よ り 、 異 な る 径 の 穿 刺 針 に 対 応 す る よ う に し た も の が あ る 。 図 １ ０ は
、 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ ４ １ の 構 成 を 示 す 図 で 、 図 １ ０ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 右
側 面 図 で あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ ４ １ に お い て 、 可 動 穿 刺 ガ イ ド
９ ０ は 、 調 整 ネ ジ ２ ０ を 回 す こ と に よ り 固 定 穿 刺 ガ イ ド ８ ０ に 対 し て 矢 印 Ｘ 方 向 に 移 動 可
能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 調 整 ネ ジ ２ ０ を 回 す に よ り 可 動 穿 刺 ガ イ ド ９ ０ と 固 定
穿 刺 ガ イ ド ８ ０ と で 穿 刺 針 ５ を 挟 持 さ せ る よ う に し て 穿 刺 針 ５ を 案 内 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ － ９ ７ ４ ４ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 調 整 ネ ジ ２ ０ に よ る 締 め 付 け が 強 す ぎ れ ば 、 穿 刺 針 ５ と 可 動 穿 刺 ガ イ ド
９ ０ 及 び 固 定 穿 刺 ガ イ ド ８ ０ と の 摩 擦 力 が 大 き く な り 、 穿 刺 針 ５ を ス ム ー ズ に 操 作 で き な
い 。 ま た 、 穿 刺 針 ５ と 可 動 穿 刺 ガ イ ド ９ ０ 及 び 固 定 穿 刺 ガ イ ド ８ ０ と の 間 に 隙 間 を 持 た せ
る よ う に す る と 、 隙 間 が 大 き い 場 合 に は 穿 刺 針 ５ と の 間 に ガ タ を 生 じ 刺 入 位 置 精 度 が 悪 く
な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ ４ １ に お い て は 、 調 整 ネ ジ ２ ０ を 締 め て 可 動 穿 刺 ガ イ ド ９
０ と 固 定 穿 刺 ガ イ ド ８ ０ と で 穿 刺 針 ５ を 挟 み 込 ん だ ら 、 穿 刺 針 ５ を 前 後 に 動 か し つ つ 、 調
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整 ネ ジ ２ ０ を 緩 ま せ る 方 向 に 回 し た り 締 め る 方 向 に 回 し た り し て 、 穿 刺 針 ５ が ガ タ つ く こ
と な く 且 つ ス ム ー ズ に 動 く よ う に 調 整 が 行 わ れ て い た 。 こ の よ う に 、 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ
４ １ は 、 調 整 に 手 間 を 要 し て い た 。 ま た 、 こ の よ う に 調 整 を 行 っ て も 、 可 動 穿 刺 ガ イ ド ９
０ 及 び 固 定 穿 刺 ガ イ ド ８ ０ の 案 内 面 の 加 工 精 度 の ば ら つ き や 、 穿 刺 針 ５ の 径 の ば ら つ き 等
が あ る た め 、 摩 擦 力 や ガ タ が 変 化 が 発 生 す る 場 合 が あ り ス ム ー ズ に 操 作 で き な い こ と が あ
っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 穿 刺 針
が ガ タ つ く こ と な く 且 つ 操 作 者 が ス ム ー ズ に 操 作 す る こ と が 容 易 な 穿 刺 ア ダ プ タ 及 び 超 音
波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 被 検 体 に 当 接 し て 超 音 波 の 走 査 を 行
う 超 音 波 プ ロ ー ブ に 装 着 さ れ 、 前 記 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿 刺 針 を 刺 入 方 向 に 案 内 す る た
め の 穿 刺 ア ダ プ タ で あ っ て 、 第 １ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 第 １ の 回 動 体 と 、 前 記 第 １ の 回 動
体 と 前 記 穿 刺 針 を 挟 持 で き る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 第 ２ の 回 動 体 と
を 備 え 、 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 第 ２ の 回 動 体 は 、 前 記 穿 刺 針 を 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記
第 ２ の 回 動 体 で 挟 持 し た と き に 、 前 記 穿 刺 針 の 刺 入 に し た が っ て 回 動 す る よ う に 保 持 さ れ
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 被 検 体 に 対 し 刺 入 す る 穿 刺 針 を 刺 入 方 向 に 案 内 す る
た め の 穿 刺 ア ダ プ タ を 備 え 、 前 記 被 検 体 に 当 接 し て 超 音 波 の 走 査 を 行 う 超 音 波 プ ロ ー ブ で
あ っ て 、 前 記 穿 刺 ア ダ プ タ は 、 第 １ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 第 １ の 回 動 体 と 、 前 記 第 １ の 回
動 体 と 前 記 穿 刺 針 を 挟 持 で き る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 保 持 部 材 に 保 持 さ れ る 第 ２ の 回 動 体
と を 備 え 、 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前 記 第 ２ の 回 動 体 は 、 前 記 穿 刺 針 を 前 記 第 １ の 回 動 体 と 前
記 第 ２ の 回 動 体 で 挟 持 し た と き に 、 前 記 穿 刺 針 の 刺 入 に し た が っ て 回 動 す る よ う に 保 持 さ
れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 穿 刺 ア ダ プ タ ま た は 超 音 波 プ ロ ー ブ に よ れ ば 、 ２ つ の 回 動 体 で 穿 刺 針 を 挟 持 し
て 穿 刺 針 を 刺 入 方 向 に 案 内 す る の で 、 操 作 者 は 穿 刺 針 の 刺 入 の 操 作 を ス ム ー ズ に 行 う こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ ４ の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 外 観 図 で
、 図 １ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 右 側 面 図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 本 実 施 の 形 態 の 穿 刺 ア ダ プ タ ４ は 、 主 に 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 っ て 超 音 波 断 層 像 を 生
成 す る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ （ 一 点 鎖 線 で 示 す ） に 着 脱 自 在 に 装 着 す る た め の 装 着 部 １
０ 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ （ 第 １ ロ ー ラ ） を 有 す る 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ 、 及 び 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ （
第 ２ ロ ー ラ ） を 有 す る 可 動 ガ イ ド 部 １ ９ と で 構 成 さ れ る 。 ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ ド ロ ー ラ
７ は 対 を な し 、 本 実 施 の 形 態 で は ２ 対 の ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ が 矢 印 Ａ で 示 す
穿 刺 針 ５ の 刺 入 方 向 に 一 列 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 ２ 対 の ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ ド ロ
ー ラ ７ は 穿 刺 針 ５ を 挟 持 し 刺 入 方 向 に 案 内 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 の ２ つ の ガ イ ド ロ ー ラ ６ 及 び ２ つ の ガ イ ド ロ ー ラ ７ は 、 そ れ ぞ れ
本 発 明 の 第 １ の 回 動 体 お よ び 第 ２ の 回 動 体 を 構 成 す る も の で あ る 。 た だ し 、 本 発 明 の 第 １
の 回 動 体 お よ び 第 ２ の 回 動 体 は こ の 構 成 に 限 ら れ ず 、 例 え ば １ 対 の ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ
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ド ロ ー ラ ７ 、 或 い は 、 １ つ の ガ イ ド ロ ー ラ ６ を ２ つ の ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 中 間 に 配 置 し た 構
成 な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 、 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ の 構 成 を 示 す 。 図 ２ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 右 側 面 図
で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ は 、 固 定 保 持 部 材 ８ （ 第 １ 保 持 部 材 ） 及 び
２ つ の ガ イ ド ロ ー ラ ６ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 固 定 保 持 部 材 ８ は 、 装 着 部 １ ０ と 一 体 で 形 成
さ れ て い る 。 ま た 、 固 定 保 持 部 材 ８ に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 穿 刺 針 の 刺 入 方 向 の
前 側 及 び 後 側 （ 図 で は 左 側 及 び 右 側 ） に コ の 字 状 の 切 り 欠 き ８ ａ 、 ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 ガ イ ド ロ ー ラ ６ は 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ に 一 体 で 形 成 さ れ た 軸 部 ６ ａ が 、 固 定 保 持 部 材 ８ の
コ の 字 状 の 切 り 欠 き ８ ａ 、 ８ ｂ の そ れ ぞ れ の 上 下 の 面 の 図 示 し な い 支 持 部 に 軸 支 さ れ 、 回
転 可 能 に な さ れ て い る 。 た だ し 、 軸 部 ６ ａ は ガ イ ド ロ ー ラ ６ を 貫 通 す る 軸 で あ っ て も よ い
。 ま た 、 固 定 保 持 部 材 ８ の 中 央 近 傍 の 上 部 に は 、 後 述 の 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ を 螺 合 す る た め
の ネ ジ 孔 ８ ｄ が 貫 通 し て い る 。 ま た 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 装 着 部 １ ０ の 下 側 の 斜 面 部 １ ０ ａ
は 、 可 動 ガ イ ド 部 １ ９ を 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ に 取 り 付 け る 際 の 案 内 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 、 可 動 ガ イ ド 部 １ ９ の 構 成 を 示 す 。 図 ３ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ３ （ ｂ ） は 右 側 面 図
、 図 ３ （ ｃ ） は 図 ３ （ ａ ） に 示 す 断 面 Ｃ － Ｃ に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、
可 動 ガ イ ド 部 １ ９ は 、 可 動 保 持 部 材 ９ （ 第 ２ 保 持 部 材 ） 、 ２ つ の ガ イ ド ロ ー ラ ７ 、 間 隔 調
整 ネ ジ ２ ０ 、 止 め 輪 ２ １ 及 び 制 動 手 段 １ １ を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 可 動 保 持 部 材 ９ の 断 面 形
状 は 、 固 定 保 持 部 材 ８ の 断 面 形 状 と ほ ぼ 同 形 状 に 形 成 さ れ 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 刺
入 方 向 の 前 側 及 び 後 側 （ 図 で は 左 側 及 び 右 側 ） に コ の 字 状 の 切 り 欠 き ９ ａ 、 ９ ｂ が 形 成 さ
れ て い る 。 ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 軸 部 ７ ａ は 、 可 動 保 持 部 材 ９ の コ の 字 状 の 切 り 欠 き ９ ａ 、 ９
ｂ の そ れ ぞ れ の 上 下 の 面 の 図 示 し な い 支 持 部 に 軸 支 さ れ 、 回 転 可 能 に な さ れ て い る 。 た だ
し 、 軸 部 ７ ａ は ガ イ ド ロ ー ラ ７ を 貫 通 す る 軸 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 １ つ の ガ イ ド ロ ー ラ
７ （ 図 ３ （ ａ ） で は 右 側 の ガ イ ド ロ ー ラ ７ ） に は 、 制 動 手 段 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 制 動
手 段 １ １ は 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 回 転 を 制 動 す る た め の も の で あ る （ 詳 細 後 述 ） 。 ま た 、 可
動 保 持 部 材 ９ の 上 部 の 中 央 近 傍 に は 、 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ を 備 え る 。 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ は 、
図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 摘 み 部 ２ ０ ｃ 、 軸 部 ２ ０ ａ 及 び ネ ジ 部 ２ ０ ｂ が 形 成 さ れ 、 可 動
保 持 部 材 ９ に は 、 貫 通 孔 ９ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ の 軸 部 ２ ０ ａ は 貫 通 孔
９ ｃ に 挿 入 さ れ 、 ネ ジ 部 ２ ０ ｂ が 貫 通 孔 ９ ｃ か ら 突 出 し 、 摘 み 部 ２ ０ ｃ と 反 対 側 に 組 み 付
け ら れ た 止 め 輪 ２ １ に よ っ て 軸 方 向 に 係 止 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 斜 面 部 ９
ｄ は 、 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ に 取 り 付 け る 際 の 案 内 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 可 動 ガ イ ド 部 １ ９ の 斜 面 部 ９ ｄ を 装 着 部 １ ０ の 斜 面 部 １ ０ ａ に 沿 う よ う に し 、
ネ ジ 部 ２ ０ ｂ が ネ ジ 孔 ８ ｄ に 螺 合 す る よ う に 摘 み 部 ２ ０ ｃ を 回 転 さ せ て 、 図 １ に 示 し た よ
う に 可 動 ガ イ ド 部 １ ９ を 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ に 取 り 付 け る 。 こ こ で 、 摘 み 部 ２ ０ ｃ を い ず れ
か の 方 向 に 回 転 さ せ る と 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ は 図 １ （ ｂ ） の 矢 印 Ｂ 方 向 （ 挟 持 方 向 ） に 移 動
す る 。 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ は 軸 方 向 が 可 動 保 持 部 材 ９ に 係 止 さ れ て い る の で 、 可 動 ガ イ ド 部
１ ９ は 、 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ と と も に 矢 印 Ｂ 方 向 に 移 動 す る 。 し た が っ て 、 穿 刺 針 ５ を ガ イ
ド ロ ー ラ ６ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 間 に 挿 入 し て 、 摘 み 部 ２ ０ ｃ を 回 転 さ せ て 間 隔 調 整 ネ ジ ２
０ を 締 め る こ と に よ り ガ イ ド ロ ー ラ ７ を ガ イ ド ロ ー ラ ６ の 方 向 に 移 動 さ せ て 、 ガ イ ド ロ ー
ラ ６ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ と で 穿 刺 針 ５ を 挟 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ 及 び ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ （ ａ ） は 、 細
い 穿 刺 針 ５ ａ を 挟 持 す る 様 子 を 示 す 図 で 、 図 ４ （ ｂ ） は 、 太 い 穿 刺 針 ５ ｂ を 挟 持 す る 様 子
を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ （ ｃ ） は 、 挟 持 さ れ る 穿 刺 針 ５ 近 傍 の 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ は 、 外 周 に 沿 っ て Ｖ 字 状 の 溝 ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 た だ し 、 溝 ７ ｂ の 形 状 は Ｖ 字 状 に 限 る も の で は な く 、 溝 ７ ｂ の 開 口 部 が 最 も 広 く な る よ
う に 、 開 口 部 に 向 か っ て 広 が る よ う に 形 状 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 一 方 、 ガ イ ド ロ ー
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ラ ６ は 、 外 周 に 沿 っ て ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 溝 ７ ｂ に 収 容 可 能 な 形 状 、 図 ４ で は 、 溝 ７ ｂ の Ｖ
字 に 収 容 さ れ る よ う に 逆 Ｖ 字 状 に 凸 部 ６ ｂ が 外 周 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 形
状 に よ り 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 接 点 穿 刺 針 ５ は 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ に 対 し て は 二 点 で 接
し た 状 態 と な る の で 軸 方 向 に ず れ る こ と な く 軸 中 心 に 位 置 す る よ う に 挟 持 さ れ る 。 ま た 、
ガ イ ド ロ ー ラ ６ の 凸 形 状 の 凸 部 ６ ｂ が ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 凹 形 状 の 溝 ７ ｂ に 収 容 さ れ る の で
各 ロ ー ラ が 近 接 で き 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 細 い 穿 刺 針 ５ ａ を 挟 持 し 、 太 い 穿 刺 針 ５ ｂ
は 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 挟 持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ の 凸 部 は 、 矩 形
で あ っ て も よ く 、 こ の 場 合 ガ イ ド ロ ー ラ ６ は 円 盤 状 の ロ ー ラ と な る 。 ま た 、 ガ イ ド ロ ー ラ
６ に 溝 形 状 し 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ に 凸 部 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 穿 刺 針 ５ を 操 作 す る た め の 力 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は
、 穿 刺 針 ５ を 操 作 す る た め の 力 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。 こ こ で 、 間 隔 調 整 ネ ジ ２
０ の 締 め 付 け は 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ 及 び ガ イ ド ロ ー ラ ７ で 穿 刺 針 ５ を 少 な く と も 挟 持 可 能 な
程 度 と し 、 そ の と き に 軸 ６ ａ 及 び 軸 ７ ａ と そ れ ぞ れ を 軸 支 す る 支 持 部 と の 間 で 発 生 す る 摩
擦 力 を そ れ ぞ れ ｆ ２ 及 び ｆ １ と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 穿 刺 針 ５ を 操 作 す る た め の 力 を Ｐ と す る と 、 Ｐ は ガ イ ド ロ ー ラ ６ 及 び ガ イ ド ロ ー ラ ７ に
か か る 負 荷 ト ル ク に 対 応 す る 力 で あ る 。 ガ イ ド ロ ー ラ ７ に か か る 負 荷 ト ル ク Ｔ １ は 、 軸 ７
ａ の 摺 動 面 （ 外 周 ） に 発 生 す る 摩 擦 力 ｆ １ に よ る ト ル ク で 、 軸 ７ ａ の 径 を ｒ １ と す れ ば 、
Ｔ １ ＝ ｒ １ × ｆ １ と な る 。 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 軸 ７ ａ の 径 ｒ １ を 小 さ く 形 成 し て
い る の で 、 Ｔ １ は 小 さ な ト ル ク と な る 。 Ｔ ２ も 同 様 で あ る 。 し た が っ て 、 Ｐ は こ の 小 さ な
ト ル ク （ Ｔ １ ＋ Ｔ ２ ） に 対 抗 す る 力 で あ れ ば よ い 。 し た が っ て 、 穿 刺 針 ５ は 容 易 に 操 作 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ に お け る 穿 刺 針 ５ と の 接 点 の 半 径 を Ｒ １ 、 接 点 に お い て ト ル ク Ｔ
１ に 対 抗 す る 力 を Ｆ １ と す れ ば 、 Ｆ １ × Ｒ １ ＝ Ｔ １ ＝ ｒ １ × ｆ １ と な り 、 Ｆ １ ＝ ｆ １ × （
ｒ １ ／ Ｒ １ ） と な る 。 し た が っ て 、 Ｆ １ は 、 摩 擦 力 ｆ １ に 半 径 の 比 （ ｒ １ ／ Ｒ １ ） を 乗 じ
た も の で あ る か ら 、 摩 擦 力 ｆ １ に 比 べ て 小 さ く な る 。 ま た 、 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ に よ る 締 め
付 け が ば ら つ き ｆ １ が ば ら つ い て も 半 径 の 比 に よ り そ の ば ら つ き も 僅 か な も の と な る 。 し
た が っ て 、 間 隔 調 整 ネ ジ ２ ０ に よ る 締 め 付 け を 厳 密 に 調 整 し て 行 う 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ に 対 す る 回 転 方 向 に 制 動 力 を 与 え る 制
動 手 段 １ １ を さ ら に 備 え る 。 こ れ は 、 操 作 者 が 所 望 の 力 で 穿 刺 針 ５ を 操 作 で き る よ う に す
る た め の も の で あ る 。 ま た 、 制 動 手 段 １ １ は 、 本 実 施 の 形 態 の よ う に ガ イ ド ロ ー ラ ７ に 備
え る 構 成 に 限 ら れ ず 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ ま た は ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 少 な く と も い ず れ か １ つ に
備 え れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ は 、 制 動 手 段 １ １ の 構 成 を 示 す 図 で 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 断 面 Ｄ － Ｄ に お け る 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 制 動 手 段 １ １ は 、 制 動 力 調 整 ネ ジ １ ２ 、 押 さ え バ ネ １ ３ 、 ブ レ ー キ
板 １ ４ と を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 可 動 保 持 部 材 ９ に は 、 コ の 字 状 の 切 り 欠 き ９ ａ （ 図 ３ 参 照 ） の 上 部 を 貫 通 す る ネ ジ 孔 ９
ｃ 、 下 部 を 貫 通 す る 軸 孔 ９ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 一 方 の 軸 ７ ａ は 軸 孔 ９ ｄ に よ り 軸 支 さ れ 、 他 方 の 軸 ７ ａ ´ は 、 ネ ジ 孔
９ ｃ に 螺 合 す る 制 動 力 調 整 ネ ジ １ ２ の 端 面 １ ２ ｄ に 形 成 さ れ た 軸 穴 １ ２ ｃ に よ り 軸 支 さ れ
る 。 さ ら に 、 制 動 力 調 整 ネ ジ １ ２ の 端 面 １ ２ ｄ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 端 面 ７ ｄ と の 間 に は 、
端 面 ７ ｄ 側 に ブ レ ー キ 板 １ ４ 、 端 面 １ ２ ｄ 側 に 圧 縮 バ ネ で あ る 押 さ え バ ネ １ ３ （ 付 勢 手 段
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） を そ れ ぞ れ 軸 ７ ａ ´ を 貫 通 す る よ う に 備 え る 。 ブ レ ー キ 板 １ ４ は 押 さ え バ ネ １ ３ の 押 圧
力 に よ り 付 勢 さ れ 端 面 ７ ｄ に よ り 係 止 さ れ る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 押 さ え バ ネ １ ３ の
押 圧 力 に よ り 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ が 回 転 す る と き に 、 端 面 ７ ｄ と ブ レ ー キ 板 １ ４ と の 間 、 及
び 、 他 方 の 端 面 ７ ｃ と 可 動 保 持 部 材 ９ と の 間 で そ れ ぞ れ 摩 擦 力 を す る 。 こ の 摩 擦 力 が 回 転
方 向 の 制 動 力 と な る 。 ま た 、 制 動 力 調 整 ネ ジ １ ２ を 回 転 さ せ 上 下 さ せ る こ と に よ り 、 押 さ
え バ ネ １ ３ の た わ み 量 を 変 化 さ せ て 押 圧 力 を 変 化 さ せ 、 回 転 方 向 の 摩 擦 力 （ 制 動 力 ） を 変
化 さ せ る こ と が で き る 。 操 作 者 は 、 制 動 力 調 整 ネ ジ １ ２ の 摘 み 部 １ ２ ａ を 持 っ て 制 動 力 調
整 ネ ジ １ ２ を 回 転 さ せ 所 望 の 制 動 力 に 調 整 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 操 作 者 は
所 望 の 力 に よ り 穿 刺 針 ５ を 操 作 で き る 。 こ の よ う に 制 動 力 調 整 ネ ジ １ ２ は 本 発 明 の 押 圧 力
調 整 手 段 と し て の 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ に 穿 刺 ア ダ プ タ を 装 着 す る 構 成 と し た が 、 超
音 波 プ ロ ー ブ が 上 述 の 穿 刺 ア ダ プ タ の 機 構 を 備 え る 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 次 に 、 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に は 第 １ の 実
施 の 形 態 と 実 質 的 に 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 主 に 異 な る 点 に つ い て
述 べ る （ 以 下 の 他 の 実 施 の 形 態 も 同 様 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 付 勢 手 段 に よ り 可 動 ガ イ ド 部 １ ９ の 可 動 保 持 部 材 ９ を 固 定 ガ イ
ド 部 １ ８ の 固 定 保 持 部 材 ８ の 方 向 に 付 勢 す る こ と に よ り 穿 刺 針 ５ を ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ
ド ロ ー ラ ７ と で 穿 刺 針 ５ を 挟 持 す る よ う に し た 調 整 機 構 を 備 え る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 調 整 機 構 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す 断
面 図 は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す 断 面 Ｃ － Ｃ に 相 当 す る 位 置 の 断 面 で 、 固 定 ガ イ ド 部 １ ８ 及 び 装
着 部 １ ０ を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 装 着 部 １ ０ の 斜 面 部 １ ０ ａ （ 図 ２ 参 照 ） の 右 端 近 傍 に 側 板 部 １ ０ ｂ
が 形 成 さ れ 、 軸 １ ６ が 側 板 部 １ ０ ｂ か ら 固 定 保 持 部 材 ８ に 亘 っ て 備 え ら れ て い る 。 ま た 、
可 動 保 持 部 材 ９ は 、 側 板 部 １ ０ ｂ と 固 定 保 持 部 材 ８ と の 間 に 配 置 さ れ 、 軸 １ ６ は 、 可 動 保
持 部 材 ９ に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 ９ ｅ を 貫 通 し 、 可 動 保 持 部 材 ９ を 保 持 す る 。 ま た 、 可 動 保 持
部 材 ９ に 形 成 さ れ た バ ネ 収 容 部 ９ ｆ に 圧 縮 バ ネ １ ５ が 、 そ の 一 端 が 側 板 部 １ ０ ｂ で 係 止 さ
れ 、 他 端 が 可 動 保 持 部 材 ９ を 固 定 保 持 部 材 ８ 方 向 に 付 勢 す る よ う に 収 容 さ れ る 。 こ の 圧 縮
バ ネ １ ５ に よ り 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ は ガ イ ド ロ ー ラ ６ 方 向 に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 間 に 穿 刺 針 ５ を 挿 入 す る と 、 圧 縮 バ ネ １ ５
に よ り ガ イ ド ロ ー ラ ７ は ガ イ ド ロ ー ラ ６ 方 向 に 付 勢 さ れ 、 穿 刺 針 ５ を 挟 持 す る 。 こ の よ う
な 調 整 機 構 に よ れ ば 、 穿 刺 針 ５ を ガ イ ド ロ ー ラ ６ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ の 間 に 挿 入 す る だ け で
、 穿 刺 針 ５ が 挟 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
　 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 は 、 検 査 ま た は 治 療 の た め に 穿 刺 針 ５ を 刺 入 す る 位 置 を 変 更 可 能 に
し た 点 に あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 と し て 、 経 直 腸 プ ロ ー ブ ２ ´ を 用 い て 経 会 陰 穿 刺 を 行 う 場 合 を 例 と し て 説
明 す る 。 経 直 腸 プ ロ ー ブ ２ ´ は 、 患 者 の 直 腸 に 挿 入 さ れ 、 例 え ば 前 立 腺 の 超 音 波 リ ニ ア 断
層 像 を 再 構 成 す る た め の も の で 、 経 直 腸 プ ロ ー ブ ２ ´ に 用 い る 穿 刺 ア ダ プ タ ４ ´ は 超 音 波
リ ニ ア 断 層 像 に 示 さ れ る 前 立 腺 部 に 検 査 ま た は 治 療 の た め に 刺 入 さ れ る 穿 刺 針 ５ を 支 持 し
案 内 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 図 ８ は 、 経 直 腸 プ ロ ー ブ ２ ´ に 用 い る 穿 刺 ア ダ プ タ ４ ´ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 以 下 、
図 ８ を 用 い て 、 本 実 施 の 形 態 の 特 徴 で あ る 刺 入 す る 位 置 を 変 更 可 能 に す る ガ イ ド ロ ー ラ ７
´ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て も 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に ガ
イ ド ロ ー ラ ６ ´ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ ´ と の 間 隔 を 調 整 機 構 に よ り 調 整 し て 穿 刺 針 ５ を 挟 持 す
る よ う に な っ て い る が 、 図 ８ に お い て は 調 整 機 構 等 を 詳 細 に 示 す 図 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド ロ ー ラ ７ ´ の 外 周 面 の 周 方 向 に Ｖ 字 状 の 溝 ７ ´ ｂ が 、 所 定 の
ピ ッ チ ｐ で 複 数 （ 図 で は ３ つ ） 形 成 さ れ て い る 。 こ の 溝 ７ ´ ｂ と ガ イ ド ロ ー ラ ６ に よ り 穿
刺 針 を 挟 持 す る 位 置 Ｓ １ 、 Ｓ ２ 及 び Ｓ ３ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 操 作 者 は Ｓ １ 乃 至 Ｓ ３ の う ち の 所 望 の 位 置 に 穿 刺 針 ５ を 挿 入 し 、
図 示 し な い 調 整 機 構 に よ り ガ イ ド ロ ー ラ ６ ´ と ガ イ ド ロ ー ラ ７ ´ と の 間 隔 を 調 整 し て 穿 刺
針 ５ を 挟 持 す る 。 位 置 Ｓ １ 、 Ｓ ２ 及 び Ｓ ３ か ら 穿 刺 針 を 挟 持 す る 位 置 を 選 択 す る こ と に よ
り 穿 刺 針 ５ を 所 望 の 位 置 に 刺 入 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 穿 刺 ア ダ プ タ の 一 実 施 形 態 に お け る 構 成 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は
正 面 図 、 （ ｂ ） は 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 固 定 ガ イ ド 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 右 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 可 動 ガ イ ド 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 右 側 面 図 、
（ ｃ ） は 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ガ イ ド ロ ー ラ の 形 状 を 説 明 す る た め の 図 で 、 穿 刺 針 を 挟 持 す る 様 子 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 穿 刺 針 を 操 作 す る た め の 力 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 す 制 動 手 段 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 調 整 機 構 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 経 直 腸 プ ロ ー ブ に 用 い る 穿 刺 ア ダ プ タ の 構 成 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 穿 刺 ア ダ プ タ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
　 ２ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ４ 　 穿 刺 ア ダ プ タ
　 ５ 　 穿 刺 針
　 ６ 　 ガ イ ド ロ ー ラ
　 ７ 　 ガ イ ド ロ ー ラ
　 ８ 　 固 定 保 持 部 材
　 ９ 　 可 動 保 持 部 材
　 １ ０ 　 装 着 部
　 １ １ 　 制 動 手 段
　 １ ２ 　 制 動 力 調 整 ネ ジ
　 １ ３ 　 押 さ え バ ネ
　 １ ４ 　 ブ レ ー キ 板
　 １ ５ 　 圧 縮 バ ネ
　 １ ６ 　 軸
　 １ ８ 　 固 定 ガ イ ド 部
　 １ ９ 　 可 動 ガ イ ド 部
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　 ２ ０ 　 間 隔 調 整 ネ ジ
　 ２ １ 　 止 め 輪

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(11) JP 2007-282741 A 2007.11.1



フロントページの続き

(72)発明者  大貫　裕
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  比企　進
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝メディカルシステムズ株式会社本社内
(72)発明者  小川　隆士
            栃木県大田原市下石上１３８５番地　東芝医用システムエンジニアリング株式会社内
Ｆターム(参考) 4C060 FF27  FF35 
　　　　 　　  4C601 EE11  FF04 

(12) JP 2007-282741 A 2007.11.1



专利名称(译) 穿刺适配器和超声波探头

公开(公告)号 JP2007282741A 公开(公告)日 2007-11-01

申请号 JP2006111584 申请日 2006-04-14

[标]申请(专利权)人(译) 株式会社东芝
东芝医疗系统株式会社
东芝医疗系统工

申请(专利权)人(译) 东芝公司
东芝医疗系统有限公司
东芝医疗系统工程有限公司

[标]发明人 久保田隆司
大貫裕
比企進
小川隆士

发明人 久保田 隆司
大貫 裕
比企 進
小川 隆士

IPC分类号 A61B8/00 A61B17/34

FI分类号 A61B8/00 A61B17/34.310 A61B17/34.510

F-TERM分类号 4C060/FF27 4C060/FF35 4C601/EE11 4C601/FF04 4C160/FF47 4C160/FF54 4C160/JK01 4C160
/MM32 4C160/MM53

其他公开文献 JP4956038B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一个穿刺适配器，穿刺针从不会发出嘎嘎声，操作
员可以方便地操作。解决方案：标点适配器4安装在超声探头2上，超声
探头2抵靠在对象上以扫描超声波，并引导穿刺针5在穿刺方向上刺入对
象。适配器4设置有：由第一保持构件8保持的第一旋转物体6;第二旋转
物体7，其被布置成用第一旋转物体保持穿刺针并且由第二保持构件9保
持。第一旋转物体和第二旋转物体被保持为根据其旋转。当穿刺针被第
一旋转物体和第二旋转物体保持时，刺穿穿刺针。 Ž
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